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第２３号

　石淵湖周辺では１１月中旬頃から雪が降り
始め、このところの寒さで湖面は結氷し、ダ
ム周辺は一面銀世界となっています。
　１月１２日現在でダム地点での積雪深は３
９ｃｍ、ダム上流にある前川、横岳の観測所
では、それぞれ１６５ｃｍ、２３６ｃｍとなって
おり、ダム上流においては例年よりも積雪が
多くなっています。（下記グラフを参照。）
　このままいけば、来春にはこの雪が融け、
石淵湖へ恵みの水をもたらし、胆沢平野を
潤してくれそうです。
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過去10ヶ年平均 H23～24 H22～23 H21～22 H20～21

※H22-H23は機器修理のため欠測



　

　

　
　

　 胆沢平野の安全と暮らしを支える「石淵ダム」
 　〒０２３－０４０３
　　　 　　奥州市胆沢区若柳字尿前１－９      TEL　0197-49-2211
　　 　　　北上川ダム統合管理事務所          FAX  0197-49-2255
　　 　　　石淵ダム管理支所

　今年の９月末で管理を終える石淵ダムのこれまでの歴史を連載で振り返っていま
す。第３回は、石淵ダム周辺の懐かしい冬の景色を集めてみました。

　昨年の１１月２８日（月）に花巻農業高校
環境科学科の２年生と引率の先生あわせ
て４１名が石淵ダムを見学しました。
　肌寒い天候の中、現場を見学することに
より、学校で得た知識・技術の定着を図る
ことを目的として来訪されましたが、職員
の説明を聞き、熱心にメモをとるなどして
いました。
　

ダム左岸側から右岸側を見ています。手前に
洪水吐きがあり、奥には石淵温泉が見えま
す。（昭和５７年３月撮影）

ダム上流左岸側に見える濃緑色の建物は旧管
理庁舎、真ん中の小さな小屋は旧艇庫、ピンク
の建物は取水塔です。（平成１０年２月撮影）

ダム下流には集落が点在していました。現在
は、胆沢ダム建設事業に伴い、これら集落に
ついては、移転となっております。（昭和54年
冬撮影）

ダム上流の猿岩の雪景色です。今も昔も、ダム
上流の景色は変わりません。（昭和２０年代撮
影）


